
健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

２ 所管事務の調査（報告） 

(２) 高齢者市単独事業の最適化に向けた取組について 

資料１ 高齢者市単独事業の最適化に向けた取組について 

令和２年５月２７日 

健康福祉局 

1



対象要件 内容
・R1年度実績
・R1年度予算
・R2年度予算

① 紙おむつ給付
65歳以上、在宅、要介護３
～５

月5,000円を上限とした紙お
むつ等介護用品の給付

・45,037件
・181,068千円
・181,701千円

対象拡充
（要介護３～５の若年性認
知症）

2 寝具乾燥 65歳以上、在宅、要介護３～５
概ね年間４回の寝具乾燥また
は丸洗い

・416件
・2,971千円
・3,738千円

継続

3 住宅改造費助成 65歳以上、在宅、要支援以上
浴室等介護保険の住宅改修
以外の必要最小限の工事へ
の助成

・37件
・30,259千円
・27,758千円

継続

4 食事サービス

65歳以上、在宅、要介護１
以上、単身等、支給限度額
まで介護保険サービスを利
用

週2～7食の配達、安全確認
・15人（3月末利用者）
・1,502千円
・1,258千円

新規受付停止

5 ヘルパー派遣

65歳以上、在宅、要介護１
以上、単身等、支給限度額
まで介護保険サービスを利
用

週2時間までの家事援助等
・7人（3月末利用者）
・40,749千円
・40,070千円

新規受付停止

6 訪問理美容 65歳以上、在宅、要介護３～５
理美容師が訪問して行う理美
容サービス

・3,103件
・10,949千円
・12,376千円

継続

7
外出支援サービス
（お出かけGo!）

65歳以上、在宅、要介護３～５
受診等のための車いす用リフ
ト付きワンボックスカーによる
送迎

・1,797件
・42,443千円
・42,539千円

継続

8 緊急通報システム

①～④のいずれか
①65歳以上・日常生活に注意
を要する・ひとり暮らし等
②75歳以上のひとり暮らし
③65歳以上・認知症による徘
徊のため生命に危険の可能性
あり（携帯型のみ）
④若年性認知症で要介護１～
５・認知症による徘徊のため生
命に危険の可能性あり（携帯
型のみ）

発作が起きた時等24時間365
日の緊急時対応等

・1,609人（3月末利用者）
・54,937千円
・51,575千円

継続

9 福祉電話相談
65歳以上、在宅、ひとり暮ら
し

安否確認、電話相談
・68人（3月末利用者）
・7,512千円
・7,495千円

新規受付停止

10 日常生活用具給付
65歳以上、在宅、ひとり暮らし
等

自動消火器・電磁調理器の給
付

・10件
・575千円
・542千円

継続

⑪ 徘徊高齢者等SOSネットワーク 徘徊の恐れがある高齢者等
ネームプリント給付、身元照
会、捜索協力等

・778人（3月末登録者）
・0千円
・3,304千円

拡充
（新たなネームプリント等）

12 徘徊高齢者発見システム
65歳以上、在宅、徘徊によ
り生命に危険性がある方

専用端末による現在地のお
知らせ等

・26人（3月末利用者）
・864千円
・501千円

新規受付停止

13 ひとり暮らし等高齢者見守り
75歳以上、在宅、介護保険等
サービスを利用していない、一
定の基準を満たす方

民生委員等による定期訪問等

・差分調査8,452人
　見守り176人
・8,074千円
・8,944千円

継続

14 地域見守りネットワーク 市民
発見した要援護者について民
間事業者等からの連絡受理、
確認等

・62団体
・2,874千円
・2,756千円

継続
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６月  地域包括支援センター等関係機関説明 

７月  広報開始 

１０月   拡充・新規受付停止 

※第８期いきいき長寿プラン策定等において、引き続き、最適化に向けた検討を行う。 

高齢者市単独事業の最適化に向けた取組について

「川崎らしい都市型の地域居住の実現」

基本目標①高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくり

②介護が必要となっても「かわさき」で暮らし続けられる支え合いのまちづくり

○ いきいき長寿プラン基本目標達成に向け、高齢者に対する市単独事業は、「在宅生活の継続支

援」「家族の介護負担軽減」を主たる目的として行う。

○ ひとり暮らし高齢者や認知症高齢者等の増加等に係る課題、高齢化が進んだ団地等における課

題等への対応を図る。

○ 既存事業の利用状況、社会状況、事業の持続可能性の観点から、高齢者に対する市単独事業全

体のあり方について検討し、最適化に向けた取組を進める。

ニーズや民間サービスの状況などを鑑み、高齢者福祉サービスが全体的により効果的なものとな

るよう、令和２年度については、次の取組を進める。 

○ 拡充等（２事業） 

・紙おむつ給付事業：要介護３～５の若年性認知症の方に対象拡充 

・徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク事業：個人情報に配慮した新たなネームプリント活用等 

○ 新規受付停止（４事業） 

・生活支援型食事サービス事業 

・要介護者生活支援ヘルパー派遣事業 

・福祉電話相談事業 

・徘徊高齢者発見システム事業 

３ 令和２年度の取組 

５ 事業概要 

４ スケジュール 

２ 高齢者市単独事業の最適化に向けた取組方針 

１ いきいき長寿プランが目指すもの 
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